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４． NH4.乳児保育の環境　【宮里暁美講師】

回答

回答

・もともと持っている一人一人の乳児の力を信頼された安心して安全に過ごせる環境。
・個別対応
・乳児自身が感じて考える経験を尊重できるよう、保育者には驚く心が大切
・育て急がない

回答

0・1・2歳の子どもたちの感じていることの豊かさを理解し、経験を重ねていくことを見通し、共感的にかかわることの
大切さなどが書かれているとよい。（以下のポイントなどをふれているとよい。）
・教育と養護の一体的な展開
・子どもの主体性を育む、環境を通して行う保育
・未来を見据えた時に複雑で様々な課題を解決する力、認知能力・非認知能力
　（世界規模で見直されている力）
・育みたい資質・能力の3つの柱　体験が積み重なる中で身についていく
・体験のつながりを見る
・取り組もうとしている姿

回答

子どもの発達を「できる」「できない」という二分法で理解するのではなく、環境との相互作用を通して資質・能力が育
まれていく過程(プロセス)であることが捉えられているとよい。

NH1.乳児保育の意義　【井桁容子講師】

問題

NH2.乳児の発達に応じた保育内容１　【川辺尚子講師】

問題

問題

NH3.乳児の発達に応じた保育内容２　【川辺尚子講師】

問題

令和４年度保育士等キャリアアップ研修　受講報告書（レポート）　乳児保育分野（回答例）

以下のポイントが含まれていれば良い。①発達に応じた環境である。　②子どもたちの動きに応じて変化させていく、
応答的な関わりがある。　③直接関わり感じる体験を大切にする。

「一人一人の安心と安全を保障する保育」とは、具体的にはどのようなことでしょうか？

「これからの幼児教育・保育」について学んだことを踏まえて、今後の取り組みについて考えたことを書きましょう。

発達過程のとらえ方について、学んだことを書きましょう。

乳児保育の環境を構成するポイントについて、述べなさい。
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NH7.乳児の発達に応じた保育内容３　【髙城恵子講師】

問題

問題

問題

NH6.乳児保育の指導計画、記録及び評価１　【和田美香講師】

NH5.乳児への適切な関わり　【井桁容子講師】

NH8.乳児保育の指導計画、記録及び評価２【川辺尚子講師】

問題
保育のなかで写真を撮ることは、保育をよりよくするためにどのように展開できると思いますか。すでに取り組んでいる
ことや今後取り組んでみたいことを書きましょう。

回答

振り返りや、保育者同士での共有、保護者との伝え合いなどが書かれているとよい。

子ども同士のけんかやトラブルの経験から、学べる事を箇条書きで３つ以上あげましょう。

回答

カリキュラム・マネジメントとは、全体的な計画を踏まえて指導計画を展開し、そこで実践された保育を記録し、振り返
り、定期的な評価と改善をすること。

回答

下記のうち、3つ書いてあれば〇
・子ども達の発達段階や興味、関心を把握し、一緒に楽しめる素材を準備したり、遊びを工夫する
・小さい子どもの誤飲や、体格や動きの違いによるけが等、安全面への配慮を行う
・ 年齢の低い子どもが、年齢の高い子どもの遊びを中断することばかり起きない様に配慮する
・ときには、保育者が仲介することで、年齢差を超えた遊びに発展する様な働きかけを行う

カリキュラム・マネジメントについて簡単に説明してください。

室内で異年齢の子ども達が一緒に遊ぶときの保育者の関わりについて、講師は何と述べていますか。
3つ書き出してください。

回答

・自分の気持ちを見つめることができる
・相手の思いに気づく
・どうすればよかったのかを考え、次に生かすことができる
・自分の気持ちを理解してくれた大人の存在への信頼　　など。


